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10日の「職場集会」を効率的に進めるため、３月７日の事務交渉をもって春闘期の回答として確認した項目について事前に報告します。なお、副町長交渉の結果は、本日勤務終了後の執行委員会で協議し、「職場集会」で報告します。

【2011年度自治体労働者の賃金・労働条件に関する統一要求】

	１
	要求項目
	【要求書】１－（５）②

・住居手当について自己所有者は今までどおり支給すること。

	
	回 答 書
	住居手当については、国家公務員と地方公務員の住宅政策が違うこと、また、本町は特に定住対策として職員に持ち家を促進してきた経過から、引き続き近隣や他の類似町の動向等をみながら検討することとしているので、しかるべき時期に今後の方針を決めて組合と協議したい。

	
	事務交渉

での確認
	住居手当は、Ｈ23年度も現行どおりということである。回答については、年度途中で国や道から見直し等の動きが出てくれば他町の動向も見ながら検討が必要となるという考えである。他町に先んじて見直す考えはない。

	２
	要求項目
	【要求書】４－（１）④⑤

・時間外労働の縮減のため、定時退庁の促進を徹底すること。
・育児・介護の責任を有する男女労働者の時間外労働は年間150時間を上限とすること。

	
	回 答 書
	時間外は、健康管理の面からも縮減することが望ましく、更に恒常的な時間外の抑制及び労働荷重の軽減等を図るため、２１年４月から毎週水曜日をノー残業デーとして定時退庁を促進してきているが、より一層徹底したい。

	
	事務交渉

での確認
	時間外勤務はＨ22年度は増えている。要因は、土日の除雪作業や水道管の破損事故、会計検査である。確定申告や予算編成など時期的な時間外の抑制は困難である。タイムマネイジメントの職員研修により職員各自に受け止めはあったと考えており、勤務時間内で仕事を済ませるよう工夫願いたい。

指摘のあった定時以降に命令によらず執務している状況は、残務整理と認識している。また、時間外の事前命令は徹底が必要であり課・グループ内で意思疎通を願いたい。未就学児童を育児している職員の時間外労働について年間150時間を越えている女性職員はいないが、男性職員は数名いる。





【１面からの続きです】

	３
	要求項目
	【要求書】４－（２）①

・年休の完全取得のために実効ある施策を講じること。

	
	回 答 書
	年休消化率が高くない現状では、休暇制度の拡大は難しい。

	
	事務交渉

での確認
	年休取得は、Ｈ21、22年とも平均９日台である。年休を取らなくてはならないときに取れないという状況にはない。１年を通じて全ての職場が取りやすい状況にあるとは言えないが、計画的に休める体制が必要で、そのためにもグループ内で職員同士カバーできることが必要である。

夏期休暇は４名が取得していない。取得の計画性に問題があったと認識している。代休・振休は、実態として完全行使していない職員がいるが、取れない職場環境ではないと考える。

	４
	要求項目
	【要求書】９－（４）

・パワーハラスメントをなくすための指針を明確にし、法律により義務付けられている、啓発活動や苦情処理のための具体的実施計画を定めること。

・過重労働・メンタルヘルス問題に対する具体的な対策を行うこと。

	
	回 答 書
	職員の安全と健康を守るため、定期に開催している安全衛生委員会を中心として職場の安全衛生管理体制の整備に努めているが、一層努力したい。健診については一定の成果が出ていると認識しているが、個人の認識や自己管理について再度徹底したい。

パワーハラスメントの問題は生じていないと認識している。今後も、安全で快適な職場環境づくりを進めていく。

メンタルヘルス対策については、非常に難しい課題であると認識している。個別ケースに対する対策は、都度図ってきているところであるが、何よりも未然防止が前提であり、ストレスを生じさせない職場環境をめざし、さらに第一次予防から第三次予防の各段階に応じたメンタルヘルス対策などについて、安全衛生委員会をはじめ職場全体の問題意識の中で対応を図っていきたい。

	
	事務交渉

での確認
	パワーハラスメントの問題は生じていないと認識している。職員への啓発の必要性などについては、安全衛生委員会で協議する。


【2011年度男女平等社会および職場における男女平等の実現に関する統一要求】

	１
	要求項目
	【要求書】４－（６）

・育児短時間勤務制度について、後補充の仕組みを明確にすること。

	
	回 答 書
	短時間勤務制度の導入は、後補充の困難性等の課題もあり、なお検討することとし、引き続き子育てと仕事の両立など、子育てを支援する職場環境となるよう努力したい。

	
	事務交渉

での確認
	短時間勤務制度について、今後、制度行使の希望が出された場合、組合と協議する。























































































































































庁舎以外でご用のある方は書記長の山田（戸籍年金）へ午前中に連絡をください。
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津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


